
メディアを読み解く力を育てる単元の開発に関する研究
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荒川恵美

要旨 本研究は，中学校国語科における，メディアを読み解く力を育てる単元の開発に関するものである。

「メディア生活者」としての態度の育成を目指す。そこで， I C T機器をツールとして活用し，積極的にメ

ディアからの素材を求め，学習材に適しているかという視点で選択した動画を「動画テクスト」として，国

語科の授業に活用する。比較と分析を通した言語活動によって生徒の論理的・批判的思考力を高めることを

目的とした。「メディアを読み解く」授業をカリキュラムに位置づけて行うことの有効な示唆が得られた。
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I 課題の所在

知識基盤社会と呼ばれるようになって久しい。生

徒たちを取り巻く現代の環境はこんな社会である。

インターネットにつながる様々なコンビューターか

ら生み出される全世界のデジタルユニバース（全世

界で生成あるいは複製されたデジタル情報の総量）

は，米国IT調査会社のmeによれば， 2020年には40

ゼタバイトに達する。聞き慣れないこの単位だが， 1

ゼタバイトは「世界中の砂浜の砂の数」だという。

ビッグデータは加速度的に増大し，社会は情報爆発

時代を迎えており，情報革命がもたらすパラダイム

シフトが起きている時代，なのである。知識は大量

に生産され，否が応でも提供され続けていく 。だか

らこそ，次代を担う 子供たちの教育から，パラダイ

ムシフトを起こさねばならない咋今なのである。

そこで，新しい時代の環境を生き抜くためには，

I C T機器をツールとして活用 し，積極的にメディ

アからの素材を国語科の視点で学習材とした授業を

取り入れ論理的・批判的思考力を高めることが喫緊

に必要であり課題と言える。

国を挙げてメディアリテラ シー教育を重要視して

いることは，文部科学省によるさまざまな調査， 改

訂，公表からもわかる。 ここ数年の聞に，まず，情

報活用能力調査が2013年から2014年にかけて初め

て行われた。小中学生とも，複数の情報から必要な

情報を見つけ，関連付けて考えることが苦手とい う

結呆となった。また， 2017年3月31日には新学習指

導要領（次期学習指導要領）が文部科学省告示として

公示された。歴代の指導要領で初めて前文を設け，

「社会に聞かれた教育課程j を理念として掲げられ

た点にも反映されていると捉える。中学校国語科の

目標には，「社会生活に必要な国語j 「社会生活に

おける人との関わりの中で伝え合う力」という語が

強調されている。高等学校との接続を考えた とき，

特に注目すべきは次の点にある。従来の「国語総合」

「国語表現」「現代文」「古典」という区分が，「言

語文化Jと 「現代の国語j 「論理国語j 「文学国語」

「国語表現」「古典探求Jに変わる。必修となるこ

の 「現代の国語」は，実社会，実生活に生きではた

らく国語の能力を育成する科目として新設される。

つまり，この「現代の国語」で目指す力は，今，我

々が耳や目にしている情報を必要に応じて読み解

き，自分なりの最善な判断をし，多様な人々とより

よいコミュニケーションを取 りながら使いこな して

いける国語力が求められていると言える。背景には，

次の課題と方向性（表 1）がある。

（表 1）高等学校国語科の現行の課題と方向性

課題2 話合いや論述など「話すこと・聞くこと」

「書くことjにおける学習が低調

課題3 高校生の思考力・判断力・表現力の一部

に課題

課題4 メディアリテラシーや課題探究に関する

言語活動等があまり行われていない

主エ
収集した情報を解釈し，根拠に基づいて論述し

たり議論したりする活動を通して，思考力・判断

力・表現力等を育成する学習を重視（「読むこと」

にとどまらず，それを基に「書くこと』や「話す

こと・聞くことJに展開する指導を重視）

情報活用能力の育成を重視

※ 「高等学校国語科の科目構成について」（教育課

程部会国語ワーキンググノレーブロ資料6より一部抜粋）
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一方，中学校国語の教科書には，平成28年の改

訂以前にはメディアリテラシーを扱ったものが数社

見られた。改訂後には，各社が採り上げるようにな

り，充実を図ったことが見てとれる。

しかし，紙媒体の国語の教科書だけを使用した授

業内容で十分に身に付けさせられるのか。印刷物や

手書きの良さを否定するものではない。

情報発信者から伝えられた情報に仕組まれる意図

を汲み取り，単に鵜呑みにせず，自分なりの最適な

判断をしていくには，クリテイカルに読み取れるだ

けの論理的・批判的思考力が必要となる。媒体で発

信された情報には，すべて編集者が存在し，そこに

は編集意図が存在する。このことをしっかりと義務

教育段階からカリキュラムに位置づけ教育すること

が必要だと考え，これまでも単元開発を行い，実践

を重ね，拙稿にて，フライヤーなどの表現様式を用

いたり， CMの分析をしたりして，情報の送受信両

側の立場で考えさせてきたことを著してきた。

さらに， ソーシヤノレメディアが進む現在，その即

時性と影響力の強い環境に立ち向かわせるには，実

際に世の中に流れている旬の動画を「動画テクスト」

として授業で扱い，比較と分析から読み解かせるこ

とが肝要だ。

海外に目を転じれば，すでにメディアリテラシー

教育がカリキュラムに確立している国々などでは，

映画を撮影できるスタジオが校内施設にあるなどと

いう光景は普通のことである。日本の教育現場が立

ち後れているのは明らかなのである。

II 研究の目的および方法

中学校国語科における，メディアを読み解かせる

単元を開発し， I C T機器を用いて動画テクストを

学習材とした授業の有効性と課題を考察することを

目的とする。

主に，千葉大学教育学部附属中学校における「 I

C T授業研究会（ 3年研究）」において，研究主題「 1

人 1台タブレット端末の教育的効果と運用上の課

題」にて， 2016年2月5日に第 1学年を， 2017年2月10

日に第 2学年を対象として行った国語科単元「メデ

ィアを読み解く」の授業実践提案及び国語科分科会

での内容を本研究の中心とした。なお，対象生徒の

多くが，国語科のカリキュラムの中で単元「メディ

アを読み解く」を継続して受けている。効果的な編

集の仕方がわかり，編集意図に気づき，それに対し

て自分の考えをもたせることから始め，動画の真偽

性，妥当性，適合性を評価することまで高める内容

とした。

m 単元開発にあたって

, 「動画テクスト」の選定

(1} 学習材に適している「動画テクスト」とは

塚本（2013）は「情報を『読み解く』とは，少な

くとも三つ以上の情報源からの情報内容を収集し，

これらの情報を統合して判断する作業から生まれ

る。加えて，情報発信者は誰で，どのような目的の

ために情報を発信しているのかといった発信者の視

点や，その背景にある文化・宗教・政治・価値観な

どを総合的に判断しないと，思わぬ誤解や誤報に惑

わされることになる。」と言う。

「メディア生活者」として，一つの情報元だけを

信じることは大変危険なことである。そこで，ある

一つの内容について既に三つに編集しであるもの，

または，同じ素材を異なる編集でまとめているもの

を動画テクストに選定した。具体的には，次の視点

（表 2）を重視した動画テキストとし，素材発掘の段

階から，その内容にも配慮した。

（表 2）動画テクスト選定の視点

誰に（ターゲツ卜），何を（二一ズ），どのような

方法で満たすのか，というはっきりとしたコンセ

プ卜があり，編集意図があるちの。

人を動かす（説得する）ための「工トス（信頼）」

「JCトス（共感）J「ロゴス（論理）Jの 3つの要

素が編集に使われているもの。

編集コンセプ卜の異なるちの。

（剖「動画テクスト」を読み解く言語活動

国語科単元「メディアを読み解く」は，中学校学

習指導要領国語（ 2年）「C読むこと」の「イ文章全体

と部分との関係，例示や描写の効呆，登場人物の言

動の意味などを考え，内容の理解に役立てること」

と（ 3年）「エ 文章を読み比べるなどして構成や展

開，表現の仕方について評価すること」を指導する

ものである。具体的な言語活動が，次である（表 3）。

（表 3) 「メディアを読み解く」における言語活動

【第 1学年】

0 映画「STANDBY ME ドラえちんJ（制作年

: 2014年）の予告編三編を，動画テクス卜とし

て比較・分析して読み解く。

【第 2学年】

0 2017年 1月16日（月），川越市の男性による車

の事故を， NH Kと民放 Z社がどのように取り上

げ，編集して伝えたのか，実際の動画二ユースを

動画テクス卜として比較・分析して読み解く。

生徒の発達段階を考慮して，第 1学年では広告や

宣伝といった機能をもっ「映画の予告編」の三編と

した。実に巧妙に編集されており，編集の仕方を学
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ばせるためには非常に適していると言える。つまり，

練りに練られた完成度の高い作品であり，より細か

い画像の視覚情報，聴覚情報，編集過程という構成

要素の一つ一つについて，意図的，戦略的に計算さ

れたものだからだ。また， ドラえもんは，万人に受

ける親しみのおけるアニメのキャラクターであり，

生徒全員が知っている。また，「STANDBY ME ド

ラえもん」は3DCGアニメであり，日本だけでなく

世界でも上映され，合計すると何百億という興行収

入があったという。これだけ売れたのだから，生徒

の殆どが知っているだろうという予測のもとに選ん

だ。また，第 2学年では社会に目を向けさせる点で，

「動画ニュース」三番組を扱った。中学校学習指導

要領国語の第 3学年「C読むこと」（2）「イ 論説や

報道などに盛り込まれた情報を比較して読むこと」

に関連する。動画ニュースの話題には，あえて中学

生らしい話題ではないことが，編集意図やニュース

の伝える情報の公共性や妥当性を考えるにはょいと

考えた。第 3学年で行うことも可能である。

(3）「動画テクスト」の考察

動画テクストで使用した映画の予告編と動画ニュ

ースの考察を以下に示す。（表 4, 5）。

（表4）映画「STANDBY ME ドラえもん」の予告編三編

O映画「STANDBY ME ドラえもんJの内容

多くの人が既に知っている， ドラえもんが初めて登場するシーンから，未来へと帰っていくシーンま

でを描きながら， Iのび太の成長物語」という面をクローズアップしている。

口映画「STANDBY ME ドラえもんJの予告編三編のコンセプ卜

~ のび太としずかちゃんのラブストーリ一風

匡豆函スピード感や恐怖感のあるカットを集めたサスペンス風

匡豆壷ill未来の街の明るいシーンからスタートし，のび太が何度倒されても諦めない，盛盈鍾且

V予告編が一編ではなく，三編ち制作された理由として考えられるもの

さまざまな多くのターゲット層をこの映画に動員してファンを獲得するため0

・結果

ドラえもん映画のほとんどの視聴者が10代が中心だったのに対し，小さい頃にドラえもんで育った世

代の20代30代40代が，それぞれに10代と同数の視聴者を得た。

（表 5）「動画ニュース」三番組

O事故についての事実

2017年1月16日（月） 川｜越市の男性（81）が車の事故を起こした。

口動画二ユース倒腰 回目NH巳ユ一刃」（NHK)・図陪臨テーシヨン」（テレ白H日）・固川町SZE悶 J(日桁レ町

田 三番目のニュースとして大きく取り上げた。この日行われた「警察庁事故防止対策に関する有識者

会議」で示された分析結果に触れたあと，昨年11月に行われた交通安全教室の映像を後半で流し，「事

故防止対策のひとつ 免許自主返納」を強調。

回 六番目のニュースとして。「高齢者ドライバーによる事故がまた起きた」「この日は警察庁の有識者

会議初日だった」という事実のみ。

国 最後の十三番目の「PICK UP」という括りの中のーっとして。 5WlHの数十秒ほどの事故情報のみo

v番組コンセプ卜（太字）／特徴 ※番組HPより一部抜粋

回『夜7時これさえ見れば1日が分かる含自の日本世界の舎をあなたのもとへJ
「スタジオセット，タイトルデザインなども一新し，親しみやすさを新たなコンセプトに，お茶の間の

家族団らんで見ていただけるニュース番組，それから一日の動きがこれを見ればすぐ分かるというニュ

ース番組を目指します。」 （高瀬耕造の談）

因 「報道ステーションはあくまでも現場取材でわかった事実だけを，正確に視聴者にお伝えしてきます」

（熊本地震の際の富川悠太の談）。久米，古舘に続く 3代目のメインキャスタτ 富川｜は，『報道ステーション』で

毎日発生するニュースの現場を飛び回り，現地から生の情報を伝え，現場主義を貫く人物b 視聴者に寄り

添った庶民派報道番組として， リニューアルに成功した。

回 rzERo慎却にかえって，臥湖。世の抑様々お乙とをZERO的考え直してみるj

テレビのニュース番組は「公共性」と「視聴率」という真逆の命題を追求するという難しさがあり，さ

らに，テレビ離れが話題になる「若い世側乙届けるJというコンセプトを掲げる。キャスターには若い棲井

朔や桐谷美玲を起用し，同年代の視点を交えながら報じ，有識者中心の堅い番組とは一線を画している。
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2 メディアリテラシーを育てるカリキュラムの位

置づけ

国語科単元「メディアを読み解く」の授業実践提

案をカリキュラムの中の軸として，年間で十時間程

度を位置づけた（表 6）。

（表 6）中学校国語科でメディアリテラシーを育てる各単元のカリキュラムにおける位置づけ

実施学年・実施時期

単元名・時間数

［中学 1年生 1 0月】

・単元「本の帯を作ろう」

(5時間）

学習の概要

本の帯と映画の予告編は「広告」「宣伝」という共通要素を担っている。

そこで，単元「メディアを読み解く」の実施前の事前学習として，本の帯を

制作を取り入れた。重松清の『くちぶえ番長』『きよしこ』とヴェルヌの『十

五少年漂流記』の難易度の異なる読みもの三冊を提示し，その中から一冊を

選択する形で，冬休みの長期期間を生かした課題読書を行わせた。その際，

事前に本の帯を作るという学習の目的を予告しておいた。その中から一冊を

選択する形で，教師が作成したオリジナルの型を入れたpowerpoint画面を，

生徒一人ひとりがタブレットにダウンロードして，それを利用して帯を作成

させた。帯には「キャッチコピー」「あらすじ」「一行紹介丈」「本文の引用」

の四つの項目を書かせた。特に「キャッチコピー」については，広告界の

AIDMAの法則に従い，人々の目を惹く効果的な表現力が身につくよう，書

く能力についても同時にねらいとした。授業者が分類したA～Kの十一種類

のレトリックを学習した上で，社会で目や耳にする身近なキャッチコピーを

生徒が実際に収集，分類し，それに倣って本のキャッチコピーを考えさせた。

【中学 1年生 1～2月】

0 「メディアを読み解く」

(6時間）

＊「 IC T授業研究会（ 2年次）」公開授業実践

映画「STANDBY ME ドラえちん」（制作年： 2014年）の予告編三編を，

動画テクス卜として視覚・聴覚・文字情報を比較・分析して読み解く。

［中学 2年生 5月】 ｜ 中学 2年生の 2月の時期の，単元「メディアを読み解く」第 2弾に向けて，

・単元「東京五輪のエンブ｜紙媒体の新聞の読み比べを行い，新聞の構成を教え，社会に発信する新聞の

レム決定」（2016.4.26）を伝｜役割やニュースの報じられ方などを意識させておいた。記事の内容は，一度

える新聞四紙（朝日・読売・｜は「東京五輪のエンプレム決定」である。一度は決まりかけたエンプレムだ

毎日・千葉日報）から，論調｜ったが，取りやめとなった事件を経てやっと正式なエンプレムが決定したこ

の違いを読み比べよう

(6時間）

とを，どのように各社が報じているのかを探らせた。「（今回のエンプレム

は）国民のデザイン感覚反映」「国民意見も評価が高い」と国民を強調して

あったり，「選考の透明性に腐心」したという選考過程を強調してあったり

と，異なる視点から記事はまとめられていた。このニュースは各紙ともにこ

の日の一面での扱いであったが，千葉日報のみ，一面の下部分に位置し，二

番目の扱いであった。また，中面の関連記事数や内容については，各紙まち

まちであった。それぞれの記事の「主見出し」「カット見出し」を書き抜き，

「本文内容概略」をまとめさせた上で，わかりやすさや内容の適・不適につ

いて考えさせ，自分の感想を残させた。また，「画像」については言葉で説

明して書かせて比較させた。さらに，記事に引用されているコメントに着目

し，その数，人物，内容を分析させ，相違点や共通点を挙げながら，新聞各

社（記者）の伝えたい思いや意図を探り，記事を批評して文章にまとめさせた。

【中学2年生 2月】

O 「メディアを読み解く」

(4時間）

＊「 IC T授業研究会（最終年次）」公開授業実践

川越市の男性による車の事故を， NHKと民放2社がどのように取り上げ，

編集して伝えたのか，実際の動画二ユースを動画テクス卜として比較・分析

して読み解く。
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N 「IC T授業研究会（最終年次）」公開授業実践

の単元の実際

1 単元目標

(1）中学 1年生

予告編動画のそれぞれのコンセプト

国語への｜や編集意図を探るために，三編に共

関心・意｜通している画像や，一編だけ，或いは

欲・態度｜二編だけに共通しているシーンや，意

図的に挿入された画像について指摘す

るために，意識的に動画を視聴し，そ

の違いを分析し，意味を考えようとし

ている。

予告編三編を比較して読み解き，共

通する画像や異なる画像を指摘するこ

読む能力｜とで，異なるコンセプトからなる編集

の仕方を分析し，表現意図や表現効果

について自分なりの考えをもつことが

できる。

言語につ｜映像の構成や順序の効果に気づき，

いての知｜ターゲットとする受信者や発信目的に

識・理解｜応じて，編集の仕方に違いがあること

・技能 ｜を理解することができる。

(2）中学2年生

同じ事件のニュースを報道するとき

国語への｜に，三番組がどのような時間帯のどこ

関心・意｜で何をどのように情報を編集して構成

欲・態度｜し伝えるのか，異なる編集意図を番組

コンセプトやナレーション・コメント

内容から探り，理解しようとする。

高齢者の事故を伝える動画ニュース

のあり方について，三番組を比較し分

析することで，番組側の主張や編集意

読む能力｜図を洞察し，情報の編集がどのように

なされたのかを理解し，情報の公平性

や妥当性について自分の考えをもち，

メディアの接し方を考えることができ

る。

言語につ｜ 動画ニュースの構成や順序の効果に

いての知｜気づき，ターゲットとする受信者や発

識・理解｜信目的に応じて，編集の仕方に違いが

・技能 ｜あることを理解することができる。

2 単元計画

(1）中学 1年生

匡司 「ドラえもん」に登場するキャラクターにつ

いて，自分がもっているイメージを書く。

匡ヨ映画「ST.畑町 ME ドラえもん」の内容を

理解し，この映画における主題を考える (3時間）

0 映画「STANDBYMEドラえもん」を視聴する。

0 映画「STANDBY ME ドラえもん」のあらすじ

を600字～800字でまとめ，自分にとってこの映画の

どこが中心的な部分か，付加的な部分かを見極める

とともに主題を考える。

0 はじめにもっていたイメージと，この映画のストー

リーで，具なっていた点、について，書く。

0 心に残った場面についてとりあげ，感想を書く。

匡ヨ 映画「STANDBY ME ドラえもん」を宣

伝するコマーシャルフィルムを考える。（ 1時間）

0 映画「STANDBY ME ドラえもん」を売り出

すためのコマーシャルフィノレムを考え，キャッチ

コピー，画像，挿入する曲，台詞，文字情報など

を絵コンテにまとめる。

匡三富 予告編動画を分析し，編集意図を探り，

自分なりの考えをもっ。 ( 2時間）

0 共通する画像や異なる画像を比較して分析し，

それぞれの編集の仕方に着目することで，予告編

三編のコンセプトの違いや表現意図について，自

分なりの考えをもっO

0 表現意図に基づく表現効果とともに，三本の予

告編の売り方について意見をもっ。

(2）中学2年生

匡司 「高齢者による車の事故」について，自分が

これまでにどの程度のことを知っているのか，マ

ッピングで考える。インターネットで「高齢者に

よる車の事故」について調べる。

匿三国
0 放映時間やオープニング映像などから番組のコ

ンセプトを考える。

0 囚「NHKニュース7」（NHK）・図「報道ステ

ーシヨン」（テレビ朝日）・固「NEWSZERO」（日

本テレビ）の三番組を動画テクストとして視聴し，

番組全体の何番目のニュースだ、ったか理解する。

匿三国
0 三番組を動画テクストとして比較して視聴し，

パイシンク

感想、を授業支援ソフト（xSync）で、交流する。

0 三番組の動画ニュース「ナレーション・コメント」

のシートを色分けすることで，「事実」「解説」「事例」

「プラスのコメント」「マイナスのコメント」などのニュー

スを構成する情報の組み立てを意識的に考える。

匿ヨ
0 三番組で、流れた動画ニュースの編集の仕方の違

いをグループ内で、指摘し合い，編集者の表現意図

を読み解き，グループで交流し， xSyncで共有する。

0 意見交流をしたことをもとに，自分がこのニュ

ースを伝える編集者だとしたら，どのような編集

とするか考える。
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0 「news every.」（1月27日放送）と比較すること

で，動画ニュースの公平性や妥当性について，多

様な視点から読み解く。

匿囲
0 これまでの学習をふり返り，新聞記事を参考に

メディアへの接し方について考える。

3 IC Tを活用を通した工夫と生徒への学習支援

授業で行った IC Tの活用については，以下の通

りである（表 7）。

また，留意点としては，例えば，動画ニュースを

無断で編集して生徒にダウンロードさせることは著

作権侵害となるためやってはならない行為として挙

げられる。

（表 7)授業での IC Tの活用事例

［生徒が所持しているタブレットで】

・映画の公式HPによる予告編動画を動画テクス トと

して繰り返し必要に応じて再生させる。

・教師がエクセノレで作成したワークシートをダウン

ロードし，色分けしたり書き込んだりさせる。

・グループでの意見交流で話し合った内容をまとめ

て書き込ませる。

［電子黒板， xSyncで】

－教師から画像や情報などを生徒全員のタブレット

に一斉配信する。

－生徒からタブレットに書き込んだ意見を送信させ

電子黒板に分割画面などで映して共有する。

・送信させたワークシートから選択したものを，再

び生徒に送信したり， 電子黒板に書き込んだりす

るなど双方向にやりとりをする。

(1）映画の予告編分析に「カット分析表」の活用

教師がエクセルシートで，「カッ ト分析表Jとし

てワークシートを作成した。これには，予告編動画

予告編1 カット分析毒
事夜T吉百ヲゴ子じ二1ノヨンl歌詞 【幽】｜曲以外｜ 文字情相位置｝

0.01 

ア

0.09 

0.12 

0.14 Al 晶骨量骨エピ~－FJ'・a・

0.15 

0.16 イ

（図 1 「カット分析表」の一部）

のーカット毎に「画像j を貼り つけたもので，「セ

リフ・ナ レーションj 「曲」「曲以外j 「文字情報」

に分けて，それぞれの情報を書き込んだ。それらの

情報のいくつかを空欄にしておき（図 1），生徒は手

元のタブレットを用いて，繰り返して動画テクス トを再

生して答えさせた。

今回の予告編動画は一編が約90秒で流れていく

ために短く感じられるが， 三編の動画テクストをカ

ット分析表によって提示 した情報量は膨大すぎるほ

どである。

このカ ット分析表を活用すること で，画像を表す

「カ ット」，場所での切 り替えを表した「シーン」，

文章では段落にあたる「シークエンスj などの用語

の意味と構成を学ばせるとともに，本編の時系列に

沿うように画像が並べられていない点に気づかせ

る。そこには広告会社による戦略的な編集意図が如

実に表れているというこ とが，カッ ト分析表の活用

によってわかる手立てと なっている。

特に， 三編に共通している画像や，一編だけ，或

いは二編だけに共通しているシーンや， 意図的に挿

入された画像について指摘させ，意味を考えさせる

ことで焦点化を図ることによって，予告編を貫く全

体のコ ンセプ トの違いが浮き彫り になってくると考

えた。

例えば，共通している画像は，ストーりーの山場

である雪山で遭難したしずかちゃんをのび太が助け

ようとするシーンが使われている。それを詳細なカ

ットで見ていくと，そこには微妙な違いがある。ま

た，どのようなカ ットがその一編だけに使われてい

るものかと言えば，予告編①には，原作のマンガの

巻数紹介画像や，学校での仲間との関係を表すシー

ンが，予告編②ではのび太の足だけ，ジャイ アンの

胸，腕，手だけのカット，不安げで悲しげな表情の

カット，乗物によるスピード感のあるシーンの連続

にしている。予告編③では， ドラえもんの 「成し遂

げプロ グラム」が完了したあと，ジャイアンに立ち

向かっていく壮絶な表情を したこれまでにないのび

太の画像が挿入されていることがわかる。

(2) 動画ニュースの音声情報分析に，『ナレーショ

ン・コメント」シートの活用

生徒が所持している一人一台タブレットにこれをダウ

ンロードさせ使用した。番組囚の編集に気づかせるため

に，動画ニュースは番咽回日の順番で視聴させ， 一

つの課題について考えさせた（図2）。

(3) xSyncによる意見の共有

意見交流の場面で，タブレット及び電子黒板， xSync

を使用し，交流場面で出された意見を共有すること

で，考えを深化 ・拡充できるものと考えた。
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Iで～それそ湘ρセlレを塗り合しs’やぞう。どん剖嶋亨で、どのような ｜ 

l編集ゐ油されて’し、ると考えますカL ｜ 
一一． 圃一ヲ一圃 一

まずは生徒に、目撃した一般男性のコメントに注目

させたい。この男性l志、番組1にも2にも登場する同

一人物であるが、動画ニュースに切り取られたコメン

トが異なる。番組1では高齢者の運転に否定的なコメ

ントを、番組2では事故の原因についてコメン卜して

いる。 〈段落番号2)

高齢者が引き起こした事故の中でも、最も悲惨な

事故を事例として2例採りあげ、年配の女性が

「何も知らないで歩いていた子どもたちのことを

考えると可哀想で・・・」と胸を詰まらせてコメン卜

する動画を挿入している。 〈段落番号6,7,8)

メインキャスターが今回明らかとなった本件に

関連のあるデータを並べ論理的に解説している。

〈段落番号12)

運転がおぼつかない高齢者の危険な運転を教官が

指摘する過去の交通安全教室での動画まで盛り込ん

でいる。 〈段落番号18～24)

（生徒に読み取らせたいこと）

例 ：番組 1はニュースに対する情報の組み立て方や

演出といっていいほどの編集が加えられている。視

聴者の感情に直接訴えかけ、共感を得させ、 メイン

キャスターが今回明らかとなったデータを並べて論

理的に解説して、免許自主返納へと視聴者の心を動

かそう としているのではないかと読み取れる。番組

側が既にスト ック している情報の中から、自分たち

の主張に見合う動画を入れ込むことで、印象づけて

いるとわかる。番組2, 3はいたってシンフ。ルな情

報を伝えている。

院で客番号11lal,手

ニュースヨ香組を動画テキストとしてナレーションを詳細に分析 しよう

1ナレージョンコメント 』組－＂＇ ： 2ナレージョンコメント h臨4: 3ナレーンョンコルト

ー．高齢者ドライ11ーによる｜ ' I ' ｜ 事目次ぐ高齢者による遺伝事故．｜ 滞日午後勾玉再l岨甫四
人倍絶ちません．今日し－ ・輯斤耐欄間めて守われ」4 ,:f-11ーに棚 田8晴由男性

川岨南町ス－，《－険性アナ 九 世往ナ 江
同区アナヘ』今日も事故＂起き てレまUま問ナレ員1遺伝する乗用車が突っ込み

間運転する車が l h〕 ｜ 昌 一
円一 I ''-"'-• I ： …  

1 陣性アナ

げ貝丘らもう E震が自の前
直筆Lfζ 刊こ．高齢者の運転ですか.I 商品が散乱する店内．事故｛ま畳I~ 男性IJ経傷で客や店員にけがI" I~ l男性ナレ 出性ナレ
ト般男性i尽力、伝か酷」ものがある 1 過ぎの商店街で起きました． Fエ !IJるもまゼんでした．

,Aじゃ芯いですかね．」

男性＂店の向 かえに止めてい
男性｛拍車鴻同日 出 世しL 者アクセルとブレーキ間違｜ たH 拙 させた際 和てア

同 也 、て警察の調べに アク也レ回怒しrr I ク切しを踏み込んでしまイこと
' 陣性アナ を臨踏みすぎ世 話してしると般抗iえたのかな．それで思い ｜胡ナレ 出，月，し乱、るということで、韓

Uうことです． ｜ 切って入ってきました.J I ＇＂・遺伝j針乍のミヌが原因とみ
[ I て骨乱、ます．

j車 、をや店員（討がは訳、運
詳細に卦札止 l i佐，.，n抗男性モ無事．連事誕J

〉？具りが 百歳 l男性ナレ j乱、た男性｛手アクセル日鉄棒
にの｛まったことl iみすぎTヒとlat.,也、るとし、うこと

です．

今日、警察庁では相次 酎措
ドライf，＿事故の対策に1 、

去年10月、室 l r閉めて有識者会摘が行われ
！の引に＂織の l jましよじ嘗察序の分析で＂＂

「ずる経トラシクが突っ込』併キl j殿此上のドラじイ1＜ーによる死亡
,1，学1年呈の易の子が「＇ ＂＇V ；率直貸の原因を見るとブレーキと
哩笠4人を含む7人が l アク白μわ歯師間違，，はど遺
負いました． I i，引量作の額bが最も多＂＇＇織

i未，s同およそ2イ告になってl•·る
iそうです．

18 同住アナjこちらの男 即．

」三由会;r切っつめ．ちょっと待ってくfごさ
19 臨 品主い おっとぜっと 止ま杓哨

1：.：孟工見 識．今見えまたね 止まる前
「，，＿ iに確認ですね．」

20 険性アナ ；輔加で＂・

21 同醐牲 ：『またパック 」
間通安全1

22 陪葉室の女 『今ぷコか勺てますね，J

24 隔齢男性＂•敏¢也、うちにね、できたら』

25 陣性アナ

（図2）教師作成の音声情報を表したエクセルシ

一 ト （右）と課題に基づいた分析例 （左）
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4 生徒の反応と学びの成果

(1} 聴覚情報にこだわりコンセプトの把握に繋げた

映画の予告編動画のコ ンセプ トは， BGMの比較

だけでも，違いは明白である。予告編①にはチャイ

コフスキーのピアノ協奏曲第 1番による華やさ と気

高さを，予告編②には人の叫びで臨場感を，予告編

③にはホルストの組曲「惑星j 第四曲「木星（ジュ

ピター）」が使われており，やや穏やかで楽しい雰

囲気を演出し，全く異なる曲調を醸し出している。

ワークシートに曲名を問う設問を入れておいたのだ

が，音楽に精通していなければ曲名まではすぐには

わからないと予想していた。しかし，「インターネ

ットでリ ズムを言葉にしてクリ ックした ら，曲名に

行き着いた」という驚きの生徒が現れ，そのひらめ

きは侮れないと感じた。

(2) 映画を観るターゲットを想定した編集意図と効

果を理解し，自分の考えを持つ

I C Tを活用したことで，単元の終末の課題に対

し，ある生徒は次のよう にまとめた（写真 1）。前単

元「本の帯を作ろうJでの既習内容を生かしてキャ

ッチコピーについての分析を述べつつ，細切れに挿

入された画像の順番による編集効果に気づき，コン

セプ卜の違いを理解しながら，自分なりに読み解き，

意見をまとめている。

［課題】映画「STANDBY ME ドラえもん』を宣伝する予告編として，この三本それぞれの表現意図に基

づく表現効果について述べながら，売り方として適していると思うかについて，あなたの考えを書き

ましょう。また，なぜ，予告編は三編も作られたと考えますか。

（写真 1 単元の終末の課題と生徒がまと めた文章の一部）

(3) 編集意図やニユースの伝える情報の公共性や妥

当性を考えるという変化が生徒に生じた

「高齢者による車の事故j について，マッピング

を見ると，生徒たちの既有知識はNHKの主張と近

いものが多かった。 具体的には，「判断力の低下」

（写真2 マッピングの一部）

などの「原因Jを

挙げるものや，「自

分の祖母が講習会

に行った直後に事

故を起こしてしま

った」という見聞

くらいにとどまっ

た。そんな中，「車

は さすがに必要

（写真 2)J。「運転

せざるを

えない状

況があるj

とし、う別

の視点で

の知識や

経験も見

1 :NHKは高齢者事故について重大に
考えている。唯一事例を取り上げて
高齢者事故の実態に事故の実態に追っているJ
2：簡単にまとめて3の端的さと1の詳しさを
兼ね備えている。
3：最低限のことしか伝えおい。対象とおる
年代が若L＇から高齢者事故との関係が
薄いから時間も短くて内容も薄い。

られたた （図 3)xSyncで共有したグループの意見圃象
めこの意

見を大切にして全体で取り上げた。 動画テクス トを論理

的・批判的に読み解かせるためには，多視点 ・多角的

に考えることが必要となる。そこで， 事前に他のメデ

ィアからの情報を収集し，整理させ，新聞情報も学習

材に用意し（表 8），新たな情報と して，「補助金対象

の市の取り組み」や I自動運転」の記事を配付し，
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（表 8) 学習材とした新聞資料

0読売新聞「高齢者踏み間違い多発J

(2017.2.5朝刊）

0読売新聞「電機大手『自動運転』に

商機J(2016.11.29朝刊）

0読売新聞「高齢者運転事故の割合増J

(2017.1.30朝刊［岩手］）

0読売新聞「高齢者の新車購入補助J

(2016.9.20朝刊［鳥取］）

0朝日新聞「（声どう思いますか）高齢

運転者の事故なくすには」

(2017.2.1朝刊）

0朝日新聞「（月刊安心新聞）高齢ドラ

イパーの事故統計と報道イメージ

に差J(2016.12.16朝刊）

（写真3 メディアへの接し方についてのある生徒のまとめ）

今回の動画ニュースでは報じられていない事故防止

対策があることを知らせ，一方の主張に偏らないよ

うに配慮した。NHKの「家族団襲の夕食の時間に

視聴する時間帯の番組だからこそ，免許自主返納の

促進を図り，家族で話題としてほしいJとする主張

や，それぞれの番組の視聴者への影響まで想定した

ことを分析し（図 3），意見を述べ合った。

本件を動画テクストとした場合，二つの軸で論理

的に考えさせる必要があった。一つは「高齢者の運

転をどう考えるか」，もう一つは「高齢者の起こす

事故の報道のあり方としてどう考えるか」である。

そこで，本時の最後に，「newsevery.」（1月27日放

映）の中で16日に行われた「有識者会議」を発端と

した「高齢者による車の事故Jの防止策についての

報道，つまり， 三番組にはない内容を補足として視

聴させた。高齢者に免許自主返納を促したいところ

ではあるが，昼間は働き手が都内などに出かけてし

まう状況や，残された高齢者は運転せざるを得ない

状況，山間部の高齢者の環境など，現実の問題は多

い。「自動運転パス」などが先進的な取り組みとし

て紹介された。

また，朝日新聞朝刊（2016.12.16）には，論説委員

の神里が，最近の 「高齢ドライパーの事故Jについ

て，統計と報道イメージに差があると批評した。「メ

ディアには議題（アジェンダ）設定機能というものが

あり，『今どんなことが問題か』を指し示す役割が

ある。そしていったん，社会的なアジェンダになる

と，普段ならば優先順位が低いニュースでも，積極

的に報じられるようになる。今回も，痛ましい事故

が起こったことにより， アジェンダが『高齢ドライ

パー』に隈定され，それに適合する報道が増えたと

推測できる」と論じ，時々，別の角度から自らの思

考を点検するを示唆した。データでは，一番事故を

起こしている件数が多いのは， 40代だとい う。単

元の終末には，自主返納を推すNHK側の編集意図

に気づかせた上でニュースの公平性を問い，ニュー

スの妥当性について，生徒に意見を持たせ，メディ

アへの接し方を考えさせた（写真 3）。多くの生徒が

メディア環境の変化に伴い，本研究による新しい学

習の重要性を感じていた。
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